
会議名 第３回　やいた市民会議

日　時 平成 25 年 7 月 8 日 19 時 ～ 20 時 40 分

場　所 市役所　３階　第一委員会室

１．開　会

２．あいさつ要旨（遠藤市長）

　皆さん、こんばんは。梅雨が明けたら、連日ものすごい暑さが続いています。また、今日は

出がけに急な雨に見舞われました。そのような中、ご出席いただきありがとうございます。

　１週間前に第２回目の会議を開催し、今日が第３回目の会議となります。皆さんには、ご負

担をおかけしてしまい、改めてお詫び申し上げます。

　前回、委員の皆様から様々なご意見をいただきました。市民のみなさんを代弁する立場でい

あいさつ要旨（澳原会長）

言い足りないことや、いろんな意見を取り入れたいという市長の意向もありますので、言いた

◎事務局から

された方から事前に聞き取りをし、同様にまとめたものを配布しています。

今日は、これらを参考に、今まで出た意見の補足、または全く新しい意見など何でも結構です。

この会議において集約はしません。政策研究会議において研究するテーマは、この会議におい

て出た意見から抽出させていただきますので、よろしくお願いします。

○各委員からのご意見

　・行政（市職員の先進地視察研修、例えば北海道森町：行政は究極のサービス業など）

　・議会（議員報酬が高い。福島県矢祭町のような議員日当制の検討。）

　・行政（指定管理者制度、団体への補助金について。）

　・定住（矢板駅から商工会までのエリア開発。高齢者など買い物等に不自由な方が、駅周辺

　　に居住するためのコンパクトシティの研究。）

　前回いただいた意見を、種類ごとに分類分けを行いました。また、追加資料として本日欠席
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ただいた市政に対して様々な問題提起、率直なご意見、ご批判等を整理して、今後行政の中に

どう生かしていくか、調査研究し、政策研究会議から提言をいただくこととなります。具体的

な解決策を求めるわけではありませんので、本日の会議においても、気軽に遠慮なくご意見を

いただければと思っています。よろしくお願いいたします。

　皆さん、こんばんは。前回の会議は２時間を超え、本当に色々な意見が出ました。まだまだ

いことは言ってお帰りいただきたい。どうぞよろしくお願いいたします。



　・定住（コンパクトシティの研究をするなら、片岡駅東などのまだ空き地の多い場所を対象

　　にした方が良い。）

　・自然/美化（景観美化のために、電柱の地中化。施設を新設する際も配慮するべき。）

　・施設（市役所の駐車場、１台ごとのスペースをもう少し広くしてほしい。）

　・行政（窓口延長。開設日を増やす、午後８時までの延長、24時間窓口開設等、他でやって

　　いない取り組みをやってみる、そこをＰＲ。）

　・施設（長峰公園の街灯が少ない。夜ランニングする人のため、あと２～３機増設してほし

　　い。大田原市の美原公園を参考に検討。）

　・その他（市民会議の開催方法。テーマごとの話し合い。各団体等からの意見収集（全体会）

　　やワークショップ（分科会）など、やり方を検討してはどうか。）

　・観光（とちまるショップで、矢板市のＰＲのやり方に問題あり。研究が必要。）

　・観光（道の駅レストランの活用。営業時間外の利用方法として、おためしショップの開設、

　　市内商店のＰＲ、職場の懇親会などの場所として活用したらどうか。）

　・地域（12月に社会福祉協議会で「福祉のつどい」を開催。テーマは「地域支え合い」で、

　　ご近所問題などを取り上げ、講演会を実施する。）

　・教育（少子化時代だからこそ、質の高い教育をしてほしい。学力だけでなく、その子ども

　　なりの特徴を生かした教育を。）

　・美化（個人の土地で、手入れしていない空き地にごみが捨てられる。安全面に配慮して

　・学校教育（西小や豊田小などの小規模学校は、教育の質は決して劣っていない。人数は少

　　ないが、充実していることをどうＰＲするかを検討すべき。）

　・高齢者（「いきいき体操」を、シニアクラブなどでどんどん活用するべき。介護予防のた

　　めにも、地域の教室の参加者を増やし、要支援の予備軍を減らす取り組みが必要。）

　・行政（行政区などの地域活動に、市職員がもっと関わるべき。）

　・高齢者（「いきいき体操教室」を実践している行政区が少ない。やり方を見直したり、参

　　加者を増やすことが課題。）

　・高齢者（献血ポイント制度のようなものを、シルバーの中でもできれば良い。）

　・地域（ボランティア関係、日光市は進んでいる。矢板には何か足りない。）

　・産業（自然エネルギーを、矢板でも取り入れたらどうか。関心を持っている人は多い。）

　・地域（子どもは地域みんなで育てていくという気持ちが大切。若い人たちが地域の行事に

　　出られなくても、皆で見守りながらやっていくことが必要。）

　・地域（婦人会も高齢化が進み、次の世代につなげていくにはどうしたらいいかが課題。）

　・地域（行政区によって行事のとらえ方が違う。花いっぱい運動のような、行政区を競争さ

　　せるような目的で、総合的な活動を評価する制度を作ったらどうか。）

　・子育て（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶｰﾄﾞがいっぱいになったら、子ども会で景品や表彰をしたらどうか。）

　・地域/子育て（多年代交流や行政区の活動の際、市バスを使わせてもらいたい。）

　・産業（企業誘致や大型商業施設と旧市街地商店が、どちらも共存できるような仕組みを作

　　らないとみんなが良くならない。バランスを上手く考えたまちづくりが必要。）

　　道路の法面だけは自治会で草刈りをしているが、環境美化の条例を作ったらどうか。）



　・学校教育（市内にある学校を上手く生かしていくことも一つの手段。人を沢山集め、まち

　　を活性化することを、政策会議で一番に検討してほしい。）

　・学校教育（名前は知らないが、矢板には英語に力を入れている学校があるという話は市外

　　でも良く聞く。市内の学校それぞれの特色を活かして力を入れていくことが大事。）

　・福祉（一人ひとり障害だけでなく、それぞれ問題がある中、行政の個別フォローが必要。）

　・美化（大田原の商店街では、道路沿いに唐辛子を植えている。昔から唐辛子が有名だった

　　ことが理由。矢板でも昔からあるものを取り入れて、道路の美化に活用したらどうか。）

　・美化（お金をかけて古い街並みを新しくする人たちだけでなく、古い物を大切に残したい

　　人も多い。古い商店街や街並みをどう残すかが課題。）

　・観光（まちの活性化のため、街の真ん中に駐車場を作り宣伝したら使う人がいるのでは。）

市長から

　長時間に渡りまして、本当にありがとうございました。本日いただいた意見の中にも、これ

から市として改善しなければならないことが、いくつもありました。指定管理者の見直し問題、

景観問題、市街地開発の問題などは、今後非常に大切な問題であり、また市街地整備の方法な

ども検討していかねばなりません。中心市街地は空洞化し、そこをどうするかは長年の課題で

あり、商工会とも色々議論をしていますが、莫大な費用がかかる問題です。このような問題は、

簡単に解決できるものではなく、時間をかけながら矢板市のこれからのまちづくりの方向性を

　今日も色々意見がありましたが、実際に市ではすでに取り組んでいるものも沢山ありました。

今日一番感じたのは、皆さんに我々がやっている情報をもっと提供していかなければならない

ということ。市民の皆さんに分かっていただく取り組みが足りないと感じました。これから、

いただいたご意見を整理し、政策研究会議に提言していく問題について検討し、その結果を皆

さんにお知らせしていきます。本当に長時間に渡り議論をしていただき、ありがとうございま

した。心から感謝申し上げます。

４．閉　会

示すものなので、十分に検討していかねばなりません。


